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ふ ら っ と フ ッ ト パ ス １ １ ３ 富山学部会 

佐久間ダムを起点に奥山を歩き、房州の養蚕業発展に貢献した荒砥米子の顕彰碑を訪ねます。 

 今回のフットパスは、奥山の養蚕業の歴史について考えます。また、今年２月に取り上げた「佐久間

に生まれた偉大な政治家：曽根静夫」の生家を訪ねます。 

 

期 日 令和７年１０月２２日（水）※雨天の場合は２３日（木）に延期 

募 集 ３０名程度 

集 合 佐久間ダム親水公園のの駐車場（観音像のあるところ） 

    午前８時５０分までに集合 

参加費 ５００円（お土産代・資料代・保険料ほか） 

持ち物 飲み物、雨具など 

コース （約6.5ｋｍ＋見晴らし台登山） 

  集合場所出発（９時）→見晴らし台登山→大崩入口→荒砥米子顕彰碑 

  →奥山改進社跡→曽根静夫生家→人骨山入口→集合場所 

  （11時45分頃解散予定） 

参加申し込み 富山地域づくり協議会「ふらっと」 

       ☎０４７０-５７-３０００（平日のみ） E-mailでも受け付けています。 

９月２５(木) 

から参加受付 
 

募集 

【お知らせ】 諸事情により、ふらっと通信第１８２号（１０月）よりA３サイズからA４サイズに

変更となりますのでご了承ください。 

令和７年10月の富山地域内の活動（8月26日現在の情報です） 

とみやま昔探訪：山田村、消えた小字  

 

『
富
山
町
史
』
に
よ
れ
ば
旧
山
田
村
に
は
江
戸

時
代
の
初
期
に
九
十
八
件
の
小
字
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
残
っ
て
い
る
小
字
は
三
十
六
件

で
す
。
な
ぜ
小
字
は
消
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

実
は
消
え
た
小
字
の
一
部
は
検
地
帳
に
あ
る
地

主
名
の
肩
書
き
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
す
。
た

と
え
ば
「
も
ち
の
木

八
左
衛
門
」
「
柿
内

太
郎
兵
衛
」

と
い
う
よ
う
に
で
す
。
も
う
お
わ
か
り
の
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
肩
書
き
と
も
言
え
る
「
も
ち

の
木
」
「
柿
内
」
は
屋
号
で
す
。
つ
ま
り
小
字
は

屋
号
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
は
資
料
の
多
く
残
っ
て
い
る
平
久
里
中
や
平

久
里
下
で
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。 

 

で
は
な
ぜ
旧
山
田
村
に
は
こ
ん
な
に
小
字
が
多

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
嶺
岡
や
鴨
川
に

抜
け
る
街
道
沿
い
に
あ
り
一
部
の
地
区
は
江
戸
幕

府
の
直
轄
領
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
街

道
筋
で
様
々
な
人
の
往
来
が
あ
り
、
住
ん
で
い
た

人
も
多
か
っ
た
は
ず
で
す
。
先
に
紹
介
し
た
検
地

帳
の
小
字
の
中
に
は
、
職
業
屋
号
と
思
わ
れ
る

「
鍛
冶
屋
」
「
布
め
ん
」
や
地
位
の
あ
る
者
が
住

ん
で
い
た
「
と
う
屋
敷
」
「
古
屋
敷
」
と
い
う
呼

び
名
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
屋
敷
」
と
つ
け
ら
れ
た
名
は
名
主
あ
る
い
は
代

官
が
住
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

現
在
も
残
る
「
御
屋
敷
」
と
い
う
小
字
は
街
道

沿
い
に
あ
る
地
名
で
、
名
主
の
川
名
四
郎
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門

の
住
ま
い
だ
っ
た
と
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さ
れ
て
い
ま
し
た
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山

田
村
で
は
、
名
主
は
嶺
岡
牧
を
取
り
仕
切
る
牧
士

も
く
し

も
兼
ね
る
要
職
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

令
和
二
年
の
山
田
地
区
の
人
口
は
一
七
三
人
で

す
が
、
江
戸
時
代
の
山
田
村
は
に
ぎ
や
か
に
人
々

が
往
来
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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子育て 
 教育支援部会 

【１】８月６日、地域内に生息する川辺の生きものについて観察し触れ合うことで、地域の自然を体

感し楽しく勉強する事を目的に、川上地区にある岩井川上流（川上かわたん広場下）で「川辺の生き

もの探し」を実施しました。 

 当日は、川上かわたんメンバーを含む１０名以上のスタッフが参加者の安全のための見守りを行い

ました。講師の平井氏から生きものの採取方法や注意事項などの説明を受けた後、ひんやりと澄んだ

川に入りました。広場下の川では清流に生息する多くの生きものが確認できました。 

 

【２】８月６日、鋸南町立中央公民館とのコラボ企画「夏の星空観察会」を富山学園グラウンドと昇

降口で実施しました。 

 講師の鈴木氏から「月齢や夏の大三角（こと座のベガ・はくちょう座のデネブ・わし座のアルタイ

ルを直線で結んだ三角形）」について説明後、タイミングよく雲の切れ間から「夏の大三角」と月が

姿を現しました。 

【３】道の駅「富楽里とみやま」多目的室で、Panasonic「LEDランタンをつくろう！」を８月７日

に実施しました。当日は５組の親子が参加し、環境のお勉強（白熱電球・蛍光灯・LEDの違いと消費

エネルギーの説明など）の後、LEDを使ったランタンづくりを行いました。参加した子供たちは、講

師の細やかな説明を聞きながら上手に組み立てました。 

楽しかった！思い出の「夏休み企画」 

  7月19日(土)、富山岩井コミュニティーセンター2階和室で「あひるの会」による読み聞かせが開催

されました。この日は小さな子どもたちとその保護者が参加し、和やかで温かい時間が流れました。 

 「あひるの会」は、地域で長く活動を続ける読み聞かせボランティアグループで、この日は6名のメ

ンバーが登場。絵本の読み聞かせのほかに、紙芝居「ぼんおどり」も披露され、子どもたちは目を輝か

せながら物語の世界に引き込まれていました。 

 代表の若井さんは「近年は子どもの数が減っていますが、ご年配の方やどなたでも気軽に参加できる

“読み聞かせの場”として、月に一度継続しています。世代を超えて触れ合える場になれば嬉しい。」

と話します。今回は高齢の参加者はありませんでしたが、普段はご年配の方々も足を運び、子どもたち

と触れ合う場になっているそうです。 

 参加者からは「『ねずみのおうち』が一番好き！」「紙芝居、初めて見ました。」「アットホームな

雰囲気で楽しかった」という声が寄せられ、笑顔あふれるひとときになりました。 

「読書通帳」で楽しく読書習慣！ 

  南房総市では、図書館で本を借りると“通帳のように記録が残る”楽しい通帳型アイテム、「読書

の記録」が作れます！表紙には、市のマスコットキャラクター「みなたん」がにっこり笑顔。南房総

市図書館カードを持っている方ならどなたでもお申し込み可能です。通帳には、借りた本のタイトル

や日付などが印字され、自分だけの「読書のあしあと」が形として残ります。富山地域センターで申

請でき、印字作業は南房総市図書館で行われるため、数日後に手

元に戻ってきます。 

 通帳を開けば、「あの本、おもしろかったなぁ」「次はどんな

本に出会おう？」と心がワクワク。子どもたちにとっては、読書

がもっと楽しくなる仕掛けとしても大好評です。 

自分だけの読書記録、あなたも始めてみませんか？「読書通帳」

で、未来の自分への宝ものを増やしていきましょう！ 

南房総市の読書通帳(読書の記録) 

ふれあい広がる 

「あひるの会」読み聞かせ 


